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　2017 年度最後のニュースレターをお届けします。
　下段の FD 講演会紹介記事や後半の各部局 FD 活動報告など、今回のニュースレターにはあちこちに「シ
ラバス」の文字がみられます。今年度、教務関連のいくつかの会議体で全学的にシラバス改善の取り組み
について議論してきました。高等教育推進センターからは、「受講生にとってわかりよい」「学習効果を高
める」ことを意図して「シラバス作成のためのマニュアル」を作成しました。カリキュラムを設定し運用
していく部局全体の視点、シラバスを執筆して科目を提供する担当者の視点、そのシラバスを読んで科目
を選択・受講していく学生の視点など、シラバスをめぐっては複数の視点が存在しえます。いずれの立場
をとるにせよ、この議論はそれぞれの視点を振り返る重要な契機になるというのが、一年間作業をしてき
た感想です。
　次年度も引き続き、自律的教育改善に役立つ情報提供をおこなってまいります。ニュースレターや高等
教育推進センターホームページを適宜ご参照いただければさいわいです。

高等教育推進センター副長（高等教育推進センターニュースレター編集長）中野 康人

＝第14号発行にあたって＝

FD 講演会「効果的なシラバスの作成」

開催日時：2017 年 11 月 9 日（木）15：10 ～ 17：20
開催会場：関西学院大学西宮上ケ原キャンパス　中央講堂 2 階
講　　師：佐藤　浩章氏（大阪大学全学教育推進機構教育学習支援部・准教授）
開会挨拶：平林　孝裕（関西学院大学高等教育推進センター長）

　大阪大学から佐藤先生をお招きし、効果的なシラバスを作成するために「シラ
バスとは何か」という定義の確認から、「授業の目的や目標」「評価方法の書き方」「効
果的なスケジューリングの技法」を中心にご講演いただきました。また、途中に
は参加者同士で討論・発表も行われ、活発な講演会となりました。
　参加者アンケートでは、「きちんとしたシラバスの作成は授業の改善にもつなが

ると思った。」等の感想が寄せられ、次年度のよりよい
シラバス作成に向けた決意や意気込みが垣間見えまし
た。

　高等教育推進センターでは、授業担当者が今後もより
よいシラバスを作成するための参考資料として「よりよ
いシラバスを作成するために ～授業目的・到達目標・
成績評価　編～」を作成しました。高等教育推進センター
の HP にも公開予定ですので、ぜひご覧ください。

2018年3月31日（14号）
FD講演会の開催報告
LUNA活用事例紹介
ICカードリーダの紹介
ポートフォリオの紹介
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文学部　久米先生のご活用事例

・LUNAを使っている科目
⇒　【初年次演習科目】　人文演習　【クラス人数】　35 名くらい
⇒　【 講 義 系 授 業 】　哲学入門　【クラス人数】　200 名くらい
⇒　【 演 習 系 授 業 】　哲学演習　【クラス人数】　13 名くらい

・LUNAで利用している機能
⇒　【初年次演習科目】　お知らせ、教材、課題レポート、掲示板
⇒　【 講 義 系 授 業 】　お知らせ、教材
⇒　【 演 習 系 授 業 】　お知らせ、教材、課題レポート、掲示板

ＬＵＮＡ導入当初より人文演習 ( 初年次演習科目 ) で、論文 ( レポート ) の書き方の指導に掲示板と

課題レポートを組み合わせています。

LUNA活用事例紹介

-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・

【学修の流れ】
1年生のため、授業初めに学生向けＬＵＮＡオリエンテーション（40分程度）を
実施（ＬＵＮＡサポートスタッフが担当）

授業前 論文発表者：発表日の 4 日前に発表原稿を掲示板
に提出する。

発表者以外：
① 発表者の論文（3、4 名分）を掲示板からダウン

ロードして読み、コメントを Word ファイルに書き
込む。

② 「教材・課題・テスト」の「課題レポート」に論
文発表者別に其々コメントを論文発表前日までに
提出する。

③ 提出したコメントを印刷して、授業に持参する。

授業後
論文発表者：授業でのコメント等を生かして書き

直し原稿を期日までに掲示板に提出
する。

発表者以外：授業でのコメント等を生かし発表原稿
の作成に取り組む。

授　業 ① グループディスカッション：各自のコメントをもとに討論し、グループごとにコメントを発表する。
② 論文発表者：各グループからのコメントに対して、応答する。
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●ＬＵＮＡ導入前（2009 年度以前）からの授業形態をＬＵＮＡの掲示板機能で実現し、学生が授業外学修に取り
組みやすくなった。

●論文発表者以外の学生にコメントを授業前に課題提出させることにより、授業中のディスカッションが活性化した。
●掲示板とコメントの課題提出の組み合わせによって、学び合いの学習効果を実感している。

・学生は論文発表2週間前に原稿を提出する
・提出された原稿を履修生分印刷し、論文発表
1週間前に配布する

・学生は論文発表 4 日前に原稿を掲示板に提出
する
・学生が掲示板にアクセスし、ダウンロードする

【課題】
●ＬＵＮＡの成績管理で入力した最終成績が学生システムに連携できないか。
●ＬＵＮＡのグループ機能を利用して、授業外でのグループコミュニケーションの活性化を試みたが、学生がグループ
掲示板などを利用しなかった。

ご要望・他に利用してみたい機能は？
　文学部11専修ごとにお知らせや掲示物を掲載したい。　→　コミュニティで実現可能
　文学部でのゼミ選択に利用したい。　→　コミュニティで実現可能

LUNA サポート→ＬＵＮＡの操作方法【教員用】（左側のメニュー）

☆掲示板機能　　フォーラムの作成、スレッドの作成、スレッドの内容の確認と返信
☆課題レポート機能　　課題レポートの作成

ここでご紹介させて頂いた機能はＬＵＮＡサポートにマニュアルがございますので、ぜひご活用ください

【使用して良かった点】

LUNA導入前 LUNA導入後

LUNA サポートスタッフが授業内で学生に LUNA の操作説明を行いますので、ご相談ください。

授業時間外での学び合いの場として、LUNA の掲示板機能が有用です。
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文学部　有光先生のご活用事例

・LUNAを使っている科目
⇒　【講義系授業】　パーソナリティ心理学　【クラス人数】　170 名くらい
⇒　【講義系授業】　心理検査法　　　　　　【クラス人数】　100 名くらい
⇒　【演習系授業】　心理科学実習　　　　　【クラス人数】　20 名くらい
⇒　【演習系授業】　心理科学演習　　　　　【クラス人数】　20 名くらい

・LUNAで利用している機能
⇒　【講義系授業】　お知らせ、教材
⇒　【演習系授業】　お知らせ、教材、課題レポート、掲示板

Webレスポンスを活用して、

大人数でも「学生に考えてもらう」ことのできるインタラクティブな授業を提供したいと思っています。

4月に赴任してLUNAの講習会に参加し、使ってみようと思いました。
出欠管理や、配布物の印刷の手間を省ける機能を探していたからです。
前の学校では LMS は殆ど使用していませんでしたが、Webレスポンスの活用事例を聞き、使ってみ
ようと思いました。

LUNA講習会
教職員を対象に定期的に講習会を実施しています。日程が合わない方向けに個別対応も致します。
高等教育推進センターまでお問合せください。

LUNA活用事例紹介

きっかけはLUNA講習会

実際に使用してみたところ、授業に大いに活用することができま
した。
授業の最初にWebレスポンスでホームワークの提出を行います。
自由記述や選択式などの問題を 2、3 問程度出題し、その場で
答えてもらいます。
Web レスポンスを使用して出題すると、紙で書かせて提出させる
のと比べて、講義の中でリアルタイムに結果が出るので授業が活
性化されます。

Webレスポンスとは
教員と学生のリアルタイムな双方向コミュニケーションを実現
し、アクティブ・ラーニングを支援する LUNA 上で使用できる
クリッカーシステムです。
予め登録しておいた問題を出題し、学生は手持ちのスマートフォン
のウェブブラウザから回答を送信することができます。送信さ
れた回答は、即時に集計され結果を表示することができます。

Webレスポンスで授業を活性化

・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・

制限時間を設けると、
画面を開いたタイミン
グでスタートし、カウン
トダウンします。

「送信」をタップすると
リアルタイムに教員に
送信されます。

学生に表示されるWebレスポンス出題画面の例
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ご要望・他に利用してみたい機能は？
　やる気のある学生が積極的に質問できるように「日誌」をもう少し工夫して使用できたらと思っています。

【使用して良かった点】
●ホームワークの提出
Web レスポンスを使用して提出、評価ができることです。紙を利用している時は並べるのが大変だったため回数
を減らしていましたが、Webレスポンスを利用するようになってからは毎回実施しているため、授業が活性化され、
学生の理解も進んでいるように思います。

●教材の印刷
印刷の手間を省けるだけでなく、学生が教材を確認し、印刷することによって予習効果もあります。

【課題】
●どこからでもアクセス可能であること
授業に参加していない学生が自宅等でホームワークを提出しているケースがあるため、コードを毎回発行するよう
にしています。

●集中アクセスによるレスポンスの遅さ
ログインの時間をずらすことで多少改善していますが、システム面で改善できる面は対応してほしいです。

LUNA サポート→ＬＵＮＡの使い方（左側のメニュー）

☆Web レスポンス　　Web レスポンス操作マニュアル
☆科目のホームページ　　お知らせ　　お知らせの詳細

ここでご紹介させて頂いた機能はＬＵＮＡサポートにマニュアルがございますので、ぜひご活用ください

また、これまでは授業中に質問を投げかけ、数名の学生を指名して答えを聞いていましたが、Web
レスポンスを使用することによって、その場で全員に答えてもらい、リアルタイムに結果がわかります。
これは大変重宝しています。

お知らせ機能は全科目で使用しています。発信したお知らせは全学生がきちんと確認をしていること
が実感できています。
前の大学では、メーリングリストを自身で作成し学生への連絡をしていたので大変でしたが、機能と
して最初から用意されていたためとても便利でした。
課題レポート機能では、提出状況を確認し、お知らせで再度提出を促すことで提出率を上げています。

お知らせ機能を活用

Webレスポンス結果画面（例）

Webレスポンス結果画面：グラフ表示（例）
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出席管理システム＜ICカードリーダ　活用事例紹介＞

【使用のきっかけ】
　出席管理は単位制度の実質化、教育の質保証の観点等から重要であるため、担当するす
べての授業で出席をとっています。
　過去には出席カード（紙）を配布して出席管理を行っていましたが、特に、最も履修者
の多い「生命科学Ⅱ」（171名）では、かなりの時間と労力を出席カードの整理に費やして
いました。そのような時に、高等教育推進センターから IC カードリーダの紹介があり、

試行的に高等教育推進センターから貸出してもらったところ、非常に便利であるとわかり、すぐに研究費で購入し
ました。学生は、学生証をタッチするだけですので戸惑うことなく対応していました。授業後はPCと接続をして、
CSVデータを保存するだけですので、とても簡単です。

【授業での使用方法】
　機器自体は小さいので、受講生の多い授業で
は２台準備し、教室の両端から回しています。
おおよそ 10 分ぐらいで、全受講生へ渡っていま
す。また、読み取ったデータには打刻時間が
表示されますので、後からデータを確認すれば、
遅刻者も一目でわかります。

【LUNAとの連携について】
　読み取りデータは LUNA「成績管理」へ取込んでいます。出欠状況とテストの点数を合わせて確認し、成績管
理を一括で行っています。さらに LUNA と連携することで、学生自身が出席状況の確認を行うことができ、学修
記録の振り返りの面からも有効であると思います。状況を学生と共有する LMS を通した学生とのつながりも大切
にしています。

【使用の効果】
　出席管理は、授業へ欠席しがちな学生へのアプローチ手段としても有効です。出席状況をデータですぐに確認で
きるので、欠席している学生へも早い段階で声掛けが行えています。その他に、テストの結果と出欠状況の相関を
見て、次の対応を考えることも、有効だと考えます。

　高等教育推進センターでは、「モバイル ICカードリーダ」の貸出しを行っております。
　これは、FCFキャンパスカードフォーマットに対応した ICカードを読み取り、CSVデー
タとして出力する機能を持っています。本学の学生証はこのフォーマットに対応しており、
学生番号等を読み取ります。今回は、ご担当授業すべてでカードリーダを使用されている
理工学部の橋本秀樹教授へインタビューを行いました。

※使用をご検討の場合は貸出希望日の 3 日前までに、高等教育推進センターまでお問い合わせください。（台数に限りがあ
り、ご希望日時での貸出・台数をご準備できない場合がございます。ご了承ください。）
※以下の学部でも IC カードリーダを保有しています。学部事務室での貸出を希望される場合は、各学部事務室へご連絡く
ださい。（文学部、法学部、経済学部、教育学部）
※個人でご購入される場合は、高等教育推進センターへご相談ください。

ICカードリーダの紹介

出席管理が、本当に楽になりました。
理工学部　橋本秀樹先生のご活用事例

読み取りデータ（一部）
学生番号を含むデータはすべてダミーです打刻時間は秒単位で表示
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K.G. ポートフォリオを利用したアンケート機能について

　2018 年２月より、K.G. ポートフォリオの「アンケート機能」は、「申請／提出機能」が追加され、バージョンアップしました。
　この「アンケート機能」は、学生が目標設定や振り返りをするシステムとして開発されました。新入生は、入学オリエンテーショ
ン時に「関学を志望した動機」や、「大学で学びたいこと」等をアンケートに回答します。大学で取り組みたい目標や、
海外留学・研修や外国語学習のために参加したい各種提供プログラムについて答えることで、将来自身で入学時にどう
いった “想い” を持って入学したのかを振り返ることができます。
　また、入学後も、国際連携機構で実施する「英語中期留学アンケート」や、言語教育研究センターによる「ドイツ語
海外研修アンケート」等、留学や海外研修での学びや、感じたことを回答してもらっています。ポートフォリオで回答するこ
とにより、これまでの紙のアンケートとは違い、自分で回答した結果が手元に残るため、例えば就職活動時に、自身の進
路を考える際の振り返りに活用することができます。
　このほか、「ボランティアに関する実態調査」（ボランティアセンター）や「キャンパスに関するイメージ調査」（総合企画部・
神戸三田キャンパス事務室）を実施しています。これらのアンケートは、回答結果を踏まえ、大学施策の企画立案などに
活用されています。また、学生の利便性向上のため、正課外活動団体の名簿提出等も実施しています。

　授業単位での利用には対応（※）していませんが、入学前の学生へのフォローやゼミナールの選択等、学生が回答
した内容を部署単位で蓄積することができます。学生自身の振り返りに役に立つことや、利便性が向上する事例がありまし
たら、高等教育推進センターまでご相談ください。

※授業でのアンケート実施については、授業中に学生がスマートフォンで回答できる LUNA の Webレスポンス機能や、アンケート機能
をご利用ください。

高等教育推進センターでは、このほかに以下の教育支援ツールを提供しています。
利用をご検討の場合は、お問い合わせください。
 ＜教授者―学習者支援システム＞
◎Webレスポンス……スマートフォンを使って、その場で学生の理解度確認やアンケートを実施できます。
◎授業支援ボックス…専用用紙を使った小テスト等のコメントや採点結果を読み取り、LUNA 上に保存します。

＜貸出機器＞
◎クリッカー………………通信環境を気にせずにアンケートを実施、授業の理解度等をその場で共有できます。
◎まなボード………………協働学習に便利な、小型で軽いホワイトボードです。
◎大判（長尺）プリンター…立て看板やポスター等の大きい用紙サイズの印刷ができます。

ポートフォリオの紹介

＜アンケート画面＞　＊イメージ
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2017 年度ＦＤ活動報告について（研究科）

◆神学研究科◆

　2017 年度、神学研究科では、以下のような研修会を
開催した。
　専任教員、任期制教員を対象に、２度の FD 研修会を
開催した。
　第１回は、６月７日（水）に行い、就職活動中の学
生に対する適切な対応について、キャリアセンターよ
り講師を招き、関西学院大学が作成している学生向け
資料や就職結果などの資料を元に、研修した。
　第２回は、11 月１日（水）に行われ、シラバスの
内容、とくに、授業目的と到達目標の書き方について、
高等教育推進センターからの資料を基に、共有した。こ
の共有に基づいて、シラバスの第三者チェックを行う
予定である。さらに、研究者としてのコンプライアン
スについて、関西学院大学の研究活動に関する指針や
研究倫理規準について、改めて学びの時を持った。
　非常勤講師を対象としては、2018 年３月５日（月）
に研修会を行った。この研修会でも、シラバスの授業
目的と到達目標の書き方について、説明し、理解を共
有した。

◆文学研究科◆

　文学研究科では、２年前より研究進捗状況報告書提
出を義務付け、大学院生の研究上の進捗状況の把握を
行い、教育の向上を図っている。また、『文学研究科履
修心得』を改訂し、これまで以上に研究指導過程の仕
組みを明確にし、その周知に努めている。博士学位

（甲号・乙号）取得に関しては、前年度に作成した手続
きの明確化のための「申し合わせ」を後期課程の学生
に周知徹底し、大きな成果を挙げている。年に２回実
施される「学生による授業評価」アンケートも着実に
回答数が増え、その結果を大学院問題検討委員会で検
討し、大学院教育の向上のために活用している。
　今年度は、文学研究科独自の大学院生への研究支援制
度として、国内学会等参加のための旅費補助を制度化
し、順調に運用を行なっている。昨年度からの課題であ
る大学院生と教員間の学術交流の活性化のための院生・
教員合同研究会の定期開催は、現在も検討課題である。

◆社会学研究科◆

　社会学研究科では、主に以下の三つの活動を行った。
⑴博士学位取得を支援するキャンディデート制度のよ

り有効かつ円滑な運用を実現するための制度改革に
ついて、研究科委員会の場で議論する機会を設けた。
そこで出された意見等を踏まえて、制度改定に向け
た基本的な方針を策定した。

⑵科目履修者を対象とし、授業に関するアンケートを

春学期と秋学期に各一回実施した。当該アンケート
は授業、カリキュラム構成、学習環境の現状ならび
に今後に向けた課題を明らかにすることを目的とし
たものである。
　アンケート結果を集計した後、院生会の代表者と
研究科副委員長・研究科委員長補佐との間で各学期
ごとに会合を持ち、アンケート結果をめぐる話し合
いならびに授業等に関する意見や要望について意見
交換する機会を設けた。アンケートの結果および院
生会との話し合いの内容について、研究科委員会で
情報共有を行った。

⑶年度末に「大学院生研究成果発表会」を開催するこ
とを通じて、博士課程後期課程に在籍する大学院生
の学位取得に向けた研究進捗状況を研究科として把
握する機会を設け、各大学院生がより多くの教員か
らコメントや意見を得られる機会を保障した。

◆法学研究科◆

　法学研究科は 2017 年 12 月６日から 2018 年１月 13
日において、秋学期科目と通年科目を対象に在学する
大学院生に対して授業アンケートを実施した。これを
まとめたものを研究科委員会において報告し共有した。
回収率は前期課程 63％、後期課程 67％となっている。
　講義科目については満足している点にのみ言及が集
中し、改善要望はなかった。指導の丁寧さに評価が集
まっている。演習科目、文献研究科目についてもほぼ
同様である。カリキュラム全体への改善要望としては、
専門科目の増加や科目の集中する時間帯への配慮など
があった。
　また学習環境についての改善要望についてもアンケー
トで尋ねているが、これについては要望が寄せられ次
第対応している。

◆経済学研究科◆

　2017 年度の経済学研究科の FD 活動としては、春と
秋の２回、それぞれの定期試験終了後に FD 委員会を開
催した。FD 委員会では授業アンケートの集計結果を踏
まえ、各授業担当者が参加し、カリキュラム体制、授
業運営における改善点やアンケートの実施方法の問題
点の有無について議論を行った。授業アンケートの結
果を見る限り、授業内容に大きな問題点はなかったと
判断できる。しかし少人数授業が中心であり、アンケー
ト等で学生の声を拾いあげることには限界があること
から、学生の声を拾い上げるための適切な手段につい
て懇談を行った。また学生のニーズに応じたカリキュ
ラム体制、授業運営の在り方についても意見交換を行っ
た。
　大学院の在籍者数の減少は続いており、学部定期試
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験監督業務や院生研究会への影響は引き続き起こって
いることが認められるが、院生数を急激に増やすこと
は難しいため、なかなか解決の方法は得られていない。
この問題については、昨年より学部と大学院５年一貫
教育を目的の１つとしたカリキュラム改革の WG が発
足しており、経済学研究科としての新たな策をここ数
年のうちには示していかなくてはならないと考える。

◆商学研究科◆

　商学研究科は、大学院ファカルティ・ディベロップ
メント委員会を中心に FD 活動を行うとともに、専任教
員参加によるファカルティ・ディベロップメント研究
会（講演会、討論会など）を行っている。
　2017 年度の大学院ファカルティ・ディベロップメン
ト委員会は、第１回委員会を、学部ファカルティ・ディ
ベロップメント委員会と合同で、2017 年７月５日（水）
に開催し、商学研究科のカリキュラムおよびシラバス
について定期的な検証を行った。
　ファカルティ・ディベロップメント研究会について
は、2017 年度の第１回ファカルティ・ディベロップメ
ント研究会（報告者：地道正行教授、題目：｢DP・CP
から授業までシラバス実質化の意味するもの｣）を、学
部と合同で、2017 年７月 12 日（水）に、専任教員全
員参加の下で開催し、活発な質疑応答があった。また、
第２回ファカルティ・ディベロップメント研究会（講
師：石原一則氏（研究推進社会連携機構事務部長）、題
目：｢研究費の不正防止、研究活動上の不正行為防止｣）
を、同様に学部と合同で、2017 年 11 月 15 日（水）に、
専任教員全員参加の下で開催し、活発な質疑応答があっ
た。
　この他にも、教授研究会として、学部と共同で教員
による研究報告会を行っており、教員の研究活動の活
性化を図っている。

◆理工学研究科◆

　理工学研究科は大学院進学者が多く、大学院生を指
導するための FD 組織は重要である。2012 年度より理
工学研究科の FD 推進組織として、大学院理工学研究科
FD 委員会を設置し、理工学部 FD 委員会やカリキュラ
ムワーキンググループとも連携し教育環境向上と教員
の教育能力向上に取り組んでいる。また、2012 年度か
ら開講した英語のみで講義・研究を行う国際修士プログ
ラムも順調に進んでおり、現在 15 名の学生が受講して
いる。プログラムの問題点をチェックするため、新入留
学生全員と面接による聴き取りを行い、既習内容と研究
テーマのマッチングの確認、生活面での問題点等につい
て調査した。ここで得られた情報や要望は国際化推進
委員会と共有され、大学院教育や生活面の改善に役立っ
ている。本年度の FD 研修会は、2017 年９月 20 日に開
催され、石浦菜岐佐教授（理工学部教務担当副学部長）

から、3 つのポリシーのコンセプトからその具体化ま
で、シームレスにつながる説明があった。非常勤講師
を含む全教員の 3/4 以上が聴講し、取り組むべき課題
を共有した。FD 講演会は、FD 活動の経験者や有識者
を招いて講演会を開催するもので、毎年開催している。
今年度は、2018 年１月 18 日に、時任隼平専任講師（高
等教育推進センター）から、「授業におけるルーブリッ
クの活用」と題して、初等・中等教育で導入が始まっ
ているルーブリックに関して大学での活用に関する情
勢と実践に向けた取り組みについてご紹介いただいた。
30 名以上の聴講者があり、講演後には具体的な導入を
想定した質疑応答が活発になされた。シラバス向上に
向けた取り組みでは、組織的な評価システムと実践的、
効果的、かつ持続可能な運用について検討を行い、方
針を教員で共有した。その他、「学修行動と授業に関す
る調査」の前年度結果の分析、本年度の実施方法の検
討を実施した。

◆総合政策研究科◆

　総合政策研究科では、FD・入試制度・カリキュラム
検討委員会を計 2 回開催し、FD 活動などに関する議論
を行った（研究科執行部である学部長室委員会でも再
度検討）。2017 年度における研究科の主な活動は以下の
通りである。
⑴ FD 研修会を計５回開催した（学部と共催）。本年度

のテーマは、大学院の置かれた状況に関する理解の
促進と共有、シラバスの作成に関する理解と相互評
価などであった。

⑵各教員の研究内容や授業方法の紹介等を目的とした
研究発表会を計３回実施した。新任教員２名、学院
留学等などで研究活動を行った教員１名が、研究・
教育の内容や方法を報告し、質疑を行うことができ
た。

⑶「授業に関する学生アンケート」を実施した。昨年度、
内容や方式の見直しを行ったが、本年度はそれを踏
襲した。結果について研究科委員会などで共有した。

⑷学生の研究活動支援の活動を改善するために、学会
参加補助費制度、ベーツ特別奨学金制度に関してそ
の選考基準などを再検討し、見直しを行った。

⑸ 研究科委員会で、研究科のディプロマ・ポリシー、
カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー
について検討を行った。

◆言語コミュニケーション文化研究科◆

　言語コミュニケーション文化研究科においては、FD 
活動の一環として、研究科執行部と、言語科学、言語文
化学、言語教育学、日本語教育学の全４領域の大学院
生代表による FD 研修会を年に１回開催している。本
研究科のカリキュラム構成、授業内容、教授法、設備、
施設等に関して学生の意見を聴取し、教員との間で議
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論を交わすことによって、本研究科における教育・研究
環境の全般的改善に結びつけることがその目的である。
2017 年度の FD 研修会は 12 月 19 日に実施され、執行
部教員３名、学生４名の出席を得て、活発な議論が交わ
された。学生からは、外国語による論文執筆のためのサ
ポート体制整備の要望をはじめとして、論文執筆言語、
スターリング大学留学前の受講クラス、学会発表におけ
る補助、図書館の貸し出し冊数制限など、様々な点につ
いての指摘やコメントが出された。外国語による論文
作成支援については大学として必要性を認識しており、
引き続き、全学レベルで検討されることが確認された。
その他の内容についても、研究科教員全体と共有を行っ
た上で、学生の教育研究環境の向上のために、継続的
に検討・対応を進めていくこととした。

◆人間福祉研究科◆

　2017 年度、人間福祉研究科では、大学院諸問題検討
委員会と大学院 FD 委員会を同時開催で計３回、大学院・
学部合同 FD 委員会を１回開催し、FD 活動の充実に向
けた検討を行った。2017 年度における主な活動は以下
のとおりである。
⑴大学院生による授業評価の実施：春・秋学期ともに

実施。いずれも各授業についてよい評価を得た。
⑵ 前期課程中間報告会、後期課程成果報告会の開催：

前期課程、後期課程それぞれの学生が研究の進捗状
況を発表することにより、知見を教員や院生等と共
有するとともに、質疑を通して今後の研究に資する
報告会を開催した。

⑶研究業績の調査：人間福祉研究科在籍の大学院生全
員を対象に調査を実施し、研究業績を纏めるととも
に、本研究科ホームページに業績を掲載した。

⑷修士論文の成績評価の見直し：修士論文の成績評価
の見直しを行い、2018 年度より適用の申し合わせを
作成した。

⑸シラバスチェックの実施：次年度開講科目のシラバ
スにつき、授業目的及び到達目標を重点的にチェッ
クを実施した。

◆教育学研究科◆

　本年度も FD 研究会を２回、開催した。第１回 FD 研
究会は 2017 年７月 26 日（水）の午後（13：30 ～ 15：
00、於１号館２階　会議室１・２）、学部と合同で開催
された。高等教育推進センターの時任隼平先生をお招
きして、「シラバスの書き方」というテーマで講演して
もらい、分かりやすく解説していただいた。また、本研
究科の菅原伸康先生から、教員免許状の再課程認可に
必要な履歴書、業績書、コアカリキュラムのシラバス
の記入の仕方などについて詳しい説明がなされた。第三
者によるシラバスチェックを本年度から始めたことや、
再課程認可を直前に控えていることもあり、内容的に

非常に有意義な研究会となった。
　第２回 FD 研究会は 2018 年２月 28 日（水）の研究
科委員会終了後に開催された。主なテーマは、本年度
から新しく開講された前期課程の「フィールドワーク」
と後期課程の「コースワーク」の経過について、各科
目担当代表の先生方から現状と今後の課題について報
告してもらった。そのあと、課題の解決に向けたいろ
いろな意見が出され、今後の対応策や方向性を考える
うえで貴重な研究会であった。

◆国際学研究科◆

　国際学研究科の FD 活動としては執行部教員が院生か
ら要望を聞く学生インタビューを行っている。院生は
全員参加のため言いにくい点もあったかもしれないが、
率直な意見を聴取できた。少人数（しばしば１対１）の
授業が多いので、院生の関心に授業内容を合わせてく
れる教員の対応に対する評価が高かったが、これが行
き過ぎると学生のレベルへの迎合となりかねないので、
大学院授業の質の保持のために教員の間での情報の共
有が必要であると認識した。また、過年度に引き続き
学部と大学院の連携について議論しており、教員負担
軽減のため、同じ授業であるが学部生と院生それぞれ
の到達点、授業の狙い、を明確にし、異なる評価基準
で成績評価する制度の導入を目指していくことになっ
たが、その具体的な教育方法については今後の課題で
ある。修士号学位論文の中間報告会には昨年同様、指
導教員以外も多く参加し活発な助言が行われた。学生
数が少ないため不開講科目が多く研究科全体での FD 活
動は行いにくいが、その分、院生の論文指導は指導教
員任せでなく、研究科全体で行っていくという姿勢は
研究科の伝統としていきたい。

◆司法研究科◆

　司法研究科では、研究科長を含む４名の教員からな
る「自己評価・FD 委員会」を、原則として毎月１回開
催し、以下の FD 活動を実施している。
⑴授業評価：学生による授業評価アンケートを各学期

の終了近く（14 ～ 15 週目）に実施。あわせて、授業
担当者の自己評価アンケートも行っている。結果及
びそれを分析した報告書は、全体概要を研究科ウェ
ブサイトで、また科目ごとの詳細をデータ（教学
Web など）あるいは紙冊子（事務室設置）で教職員・
学生に公開する。

⑵授業参観：各学期中の一定期間に複数授業を指定し
て参観し、授業終了後に担当教員の退出後、参観教
員と受講生との間で懇談を行う。さらに参観教員と
当該担当教員との間でも意見交換を行い、授業方法
等の改善にむけて率直な議論を重ねている。

⑶中間アンケートの実施：授業の原則として第６週目
あたりで、アンケートを学生対象に実施。これは、
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授業評価とは違って担当教員自身が行うもので、後
半の授業運営に関し即時的な改善をねらっている。

⑷学生との個別面談の実施：各学期成績発表後、担当
教員と学生（原則全員）との個別面談を実施。ここ
で学生の学修状況の確認や悩みについて相談する。

⑸ FD 研修会：４月４日に外部講師を招いてアクティブ
ラーニング型法学授業を学ぶワークショップを、７
月 12 日に法科大学院教育に関する発題・討議を、９
月７日に科内改革推進委員会を中心にほぼすべての
専任教員が参加の上、教育力向上のために１年から
３年次にかけての授業展開について終日の集中討議
を行った。

⑹ 外部評価の受審：11 月 30 日に事前資料の確認及び
意見交換を踏まえて学外から２名の実務家・有識者

（弁護士及び新聞社役員）を招き、終日授業参観・施
設見学・学生（本学教員には出席者を明らかにせず）
との懇談を実施。その後、本学教員との意見交換会
も開催した。評価委員の意見書は、科内学生へ配布
の『FD ニュース』に添付して公開する。

⑺法科大学院認証評価：2018 年度には（公財）日弁連
法務研究財団による認証評価を受審する。実地視察
に向けて「自己評価報告書」を作成し、事前提出の
予定である。

⑻『FD ニュース』の発行：科内自己評価・FD 委員会
において、FD 活動に関して『FD ニュース』を作成し、
教員及び学生に配布する予定である。

◆経営戦略研究科◆

　経営戦略研究科では、2017 年度の FD 活動として、
３回の FD 委員会と３回の FD 研修会を実施した。

【FD 委員会】
　第１回 FD 委員会（６月 28 日）では、過去の FD 活
動を確認し、2017 年度に２回の FD 研修会を実施する
こと、及び第１回 FD 研修会の開催内容を決定した。第
２回 FD 委員会（９月６日）では、意見交換を行い、第
２回 FD 研修会のテーマ（競争的資金の獲得について）
を決定した。第３回 FD 委員会（11 月 29 日）では、大
学から出されたシラバス記載に関する要件と第三者
チェックについて理解を深める必要があるとのことか
ら、シラバスをテーマとして第２回 FD 研修会を 12 月
に実施すること、また第３回を既に決定していたテー
マで３月に実施することを決定した。

◆神学部◆

　神学部では、６月７日に春学期の FD 研修会を開催し
ました。それぞれの学年の学生に対するキャリア指導
の在り方について懇談しました。それにともない、キャ
リアセンターより職員の方２名にお越し頂き、学年ごと

【研修会】
　［第１回］2017 年７月５日（水）に、石原一則研究推
進社会連携機構事務部長より、「『研究費不正防止パン
フレット』に基づくコンプライアンス研修」として講
義していただいたのち、質疑応答を行った。［第２回］
　2017 年 12 月６日（水）に、「シラバス作成について」
として佐竹隆幸経営戦略研究科副研究科長、加藤雄士
経営戦略研究科長補佐より、大学から提示された方針
の意義と実際のシラバスの書き方及び執行部による第
三者チェックについて説明があった後、意見交換・質
疑応答を行った。［第３回］2018 年３月７日（水）に、

「競争的資金の獲得について」をテーマに、岡田克彦経
営戦略研究科教授、緒方　勇経営戦略研究科准教授に
講演いただき、研究活動の深化・活性化とともに大学
経営にとっても重要なファクターである競争的資金の
獲得について意見交換を行った。いずれの回も欠席者
については書面研修を実施した。

◆国連・外交統括センター◆

　国連・外交統括センターでは、2017 年度に以下の FD
活動を実施した。
⑴大学院副専攻「国連・外交コース」内容改善のため

の学生アンケート実施
　2017 年４月に新設した大学院副専攻「国連・外交
コース」改善のための学生アンケートを年２回（春
学期７月、秋学期１月）実施した。アンケートは英
語で行い、個別科目の授業評価の他、コース全体の
実施日程や時間割、学習環境、教員・事務室のサポー
ト等に対する学生の満足度や改善要望についてもヒ
アリングした。結果、コース全体として「受講して
満足している」との回答は 100% であった。集計結果
は国連・外交統括センター会議などで授業担当教員
に共有して改善点を抽出し、次学期の授業シラバス
作成時に反映している。

⑵シラバス検討ミーティングの実施
　大学院副専攻「国連・外交コース」および大学 MS

「国連・外交プログラム」の 2018 年度開講科目につ
いて、11 月６日と 12 月 19 日にシラバス検討コアミー
ティングを実施した。全授業開講責任教員が出席し、
前学期の学生アンケートの回答も参考に、全科目の
授業について内容充実のアイデアや改善点を共有し、
シラバス記載方法についてもチェックの上反映した。

ですべきキャリア教育、そしてとくに３年次から４年
次にかけての時系列的な就活プラン、各段階の就活時
における学生への配慮すべき点等について、ご教示頂
きました。これをもとにして、秋学期開始時の全学部
行事である、ゼミとキャリアのオリエンテーションの
在り方についても懇談する機会を持ちました。つづい

2017 年度ＦＤ活動報告について（学部・センター等）
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て 11 月１日に開催した秋学期の FD 研修会では、授業
シラバスの意義に関する懇談を行いました。その意義を
共有したうえで、シラバスに求められる表現を確認し、
第三者チェックの体制に関しても意見を交換しました。

◆文学部◆

　文学部では「総合科目」を 2019 年 ４ 月に改編する予
定であり、そのための準備として、９月 20 日に「学際
科目の現状と課題」というテーマで FD 研修会を実施し
た。担当経験の豊富な教員２名に基調報告を依頼し、そ
の報告内容を踏まえながら、科目設置当初の理念やそ
の後の経緯、授業の現状や問題点など、教員間で意見
交換をおこなった。この成果を踏まえて、次年度には「総
合科目運営委員会」の体制を改め、より実りのある学
際科目を開講することを目指したいと考えている。ま
た、12 月６日には恒例の人文演習Ⅰ担当者連絡会を開
催した。この連絡会では、入学直後の基礎演習のあり
方を模索するため、今年度春学期の担当者にリポート
作成を依頼し、それに基づいて討論をおこなった。学
生の意欲を高めるような事例紹介もあり、次年度の担
当者に効果的に引き継がれることが期待される。なお、
基礎演習における図書館資料検索講習の実施内容につ
いて、文学部としてのカスタマイズが必要であるとの
意見が出されたため、現在検討を進めている。

◆社会学部◆

　社会学部では FD 部会が中心となり、FD 活動への取
り組みをおこなっている。今年度は、２回の FD 研修会、
１回の学部懇談会を開催し、学部の抱えている課題に
ついて教員間で情報共有すると共に、課題解決に向け
た議論をおこなった。
　７月 12 日の FD 研修会では、パンフレット「研究費
の不正使用防止、研究活動上の不正行為防止への取り
組み」を活用した研修を行い、知識の共有をおこなった。
　12 月 13 日には「２年生ゼミ初年度の現状と課題」と
題して２回目の FD 研修会を開催した。社会学部では、
昨年度から新カリキュラムが始まり、今年度の秋学期よ
り２年生を対象とした専任教員のゼミ（研究演習）が
開講されている。そこで研修会では、２年生ゼミの現
状と現時点で見えてきた課題について６名の教員が報
告し、教員間での情報共有をおこなった。
　３月６日には、学部懇談会のプログラムの一つとし
て、「新カリキュラムの現状と課題について」というテー
マで話し合いをおこなった。12 月 13 日の FD 研修会の
内容を踏まえ、新カリキュラム、とくにゼミの運営のあ
り方について、少人数のグループをつくって議論した。

◆法学部◆

　法学部では、2018 年度において、以下のとおり 2 回

の FD 研究会を実施したところである。まず、2017 年
６月 12 日に法学部棟３回大会議室において、超長期ビ
ジョン「Kwansei Grand Challenge 2039」の概要につい
て、総合企画部の小野宏部長による説明を受けた。同
研究会には、ほぼ全ての法学部所属教員が参加し、活
発な質疑が行われた。また、2018 年２月８日には、法
学部棟 3 階大会議室において、シラバス第三者チェッ
クの基準について、ほぼ全ての教員が参加して意見交
換を行った。これは、教務委員会による「全学的な教
育改善および教育の充実に向けた取組の推進に関する
基本方針」によりシラバス整備体制の強化があげられ、
また、学長からも「2018 年度シラバス作成にあたって

（お願い）」という要請がなされたことを受けて、法学
部が、教育改善の一施策として、シラバス第三者チェッ
ク体制を整備した上で、独自にチェック基準を策定す
るために実施された研究会である。参加者から活発な
意見が出され、シラバスのあり方についての認識が深
められた。

◆経済学部◆

１．研修会の実施
⑴ 2017 年 7 月 12 日に学部全体の FD 研修会として、学

部 3 ポリシー、教育支援ツール、ポートフォリオに
ついて研修を行った。

⑵ 2017 年９月 15 日に専門基礎科目担当者会を学部 FD
委員会が開催し、1 年生配当の必修、選択必修科目の
担当者で、授業実施方法やその改善について議論し
た。

２．シラバスの点検
以下の要領で行った。
⑴点検する科目は専門教育科目（研究演習を除く）。
⑵専門教育科目のうち、基礎科目・入門科目（地域政

策入門Ａ・Ｂを除く）は、基礎教育委員会が点検。
⑶上記以外の専門教育科目のうち各授業担当教員グ

ループに配置されている科目は、グループごとで点
検。それら以外の科目については副学部長（教務担当）
が担当。

⑷基礎教育委員会と各授業担当教員グループ、副学部
長（教務担当）は学部 FD 委員会に点検の結果を報
告し、整備が必要な科目については、学部 FD 委員
会がシラバス入力担当者に検討を依頼。

⑸点検・整備においては、シラバス作成要領に従う。
　以上を実施するための体制の検討を、学部全体で１
月～２月に実施した。

◆商学部◆

　2017 年度に商学部で行った FD に関する活動として
は、以下の２回の研究会を開催した。
　まず、2017 年７月 12 日（水） に商学部本館第 1 会議
室において副学部長（教務担当）から「DP・CP から
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授業まで : シラバス実質化の意味するもの」という演題
で説明があった。開催の背景には、今後、シラバスの
実質化とその評価が文部科学省からの要請により重要
な事項として取り組むべきこととなることが予想され、
その前段階として内部質保証の意義を理解した上でそ
れらの試みを行う必要があることが指摘された。なお、
参加者は 44 名であり、欠席者５名については研究会で
の講師の説明を録音した音声データと資料を配付し、こ
れらを基に各自が研修を行い、報告書を提出させた。 
　次に、2017 年 11 月 15 日（水）に商学部本館第１会
議室において本学研究推進社会連携機構事務部長の石
原一則氏を迎えて「研究費の不正使用防止、研究活動上
の不正行為防止」という演題で講演をいただいた。公
的研究費の私的利用など、本来あってはならない問題
が日々メディアで取り上げられることを鑑みても、こ
の研究会は非常に有意義なものであった。なお、参加
者は 44 名で欠席者の４名については研究会での講師の
説明を録音した音声データと資料を配付し、これらを
基に各自が研修を行い、報告書を提出させた。

◆理工学部◆

　理工学部 FD 委員会では、カリキュラムワーキンググ
ループや理工学研究科 FD 委員会と連携し、組織的に
教育環境向上と教員の教育能力向上を目指した取り組
みを推進している。2017 年度は、主に、1FD 研修会、
2FD 講演会、3シラバス質向上に向けた取り組み、を
実施した。FD 研修会では、石浦菜岐佐教授（理工学部
教務担当副学部長）から、３つのポリシーのコンセプト
からその具体化まで、シームレスにつながる説明があっ
た。3/4 以上の教員が聴講し、取り組むべき課題を共有
した。FD 講演会では、時任隼平専任講師（高等教育推
進センター）から、「授業におけるルーブリックの活用」
と題して、初等・中等教育で導入が始まっているルー
ブリックに関して大学での活用に関する情勢と実践に
向けた取り組みについてご紹介いただいた。30 名以上
の聴講者があり、講演後には具体的な導入を想定した
質疑応答が活発になされた。シラバス向上に向けた取
り組みでは、組織的な評価システムと実践的、効果的、
かつ持続可能な運用について検討を行い、方針を教員で
共有した。その他、「学修行動と授業に関する調査」の
前年度結果の分析、本年度の実施方法の検討を実施し
た。なお、総合政策学部とのシナジー教育タスクフォー
スの成果として両学部学生から高い評価を得ている「激
論講義 in KSC」を継続し、更なる深化について検討を
継続している。

◆総合政策学部◆

　総合政策学部は、以前より FD・カリキュラム委員会
のもとで、FD 活動とカリキュラムの検討を一体的に推
進している。2017 年度においても、FD・カリキュラム

委員会の実施並びに、教員等による研究報告会を複数回
実施した。なおカリキュラムの見直しについては、従
来通り、並行して進めている学部将来構想委員会にお
ける議論を優先することになっている。
　春学期においては例年通り、各教員の専門分野や研
究内容、あるいはわかりやすい授業方法の紹介を目的
として、新任教員及び海外留学から帰国した専任教員
等の研究発表会を実施し、情報交換を行った。今年度、
学部長室委員会にて DP,CP,AP の内容見直しの検討と
内部質保証のあり方の検討をまず行った。特に修正す
べき点はないということで、FD・カリキュラム委員会
でのさらなる検討は行わなかった。ただ、一部の外国
籍教員から DP,CP,AP の英語版がないため教育目標な
どがわからないという意見が出ているので、それに対
応するために英語版のものを現在作成中である。
　FD・カリキュラム委員会は、秋学期に３回開催した。
2017 年 10 月 25 日と 11 月 29 日に開催された FD・カリ
キュラム委員会では、コンビーナからシラバスの第三
者チェックの必要性について報告され、具体的にどの
ような体制でこれを行うかについて議論した。結果と
して、専門領域の近い教員が３名以上のグループを作
り、そのグループの中で相互チェックを行うという体
制を作ることで案がまとまった。非常勤講師担当分の
シラバスも領域ごとにグループ分けし、前述のグルー
プに割り当てるという案も同時にまとまった。その後、
学部教授会にて、シラバスの第三者チェック体制案が
承認された。2017 年 12 月 13 日には学部 FD 研修会を
実施し、シラバスの書き方やシラバスチェック上の注
意点の講習を行った。さらに、12 月 20 日の FD・カリ
キュラム委員会では、基礎演習の共通シラバスを作成
する旨が検討され、希望者はそのシラバスを使用して
もよいということになった。そして、2018 年 2 月 15 日
の学部 FD 研修会で総合政策学部の全専任教員によって
シラバスの第三者チェックが行われた。
　理工学部とのシナジー教育タスクフォースの一環
としては、AI をテーマとした「激論講義 in KSC」が
2017 年７月に実施され、両学部学生から好評を得た。

◆人間福祉学部◆

　初年次教育の改善の取り組みとして作成したスタ
ディガイドを、昨年度に続き基礎演習の全クラスで配
布して活用した。またこのスタディガイドをベースに
昨年度作成した「卒業研究ガイド」を全研究演習 II で
配布して、卒業研究の教育に活用した。さらに、卒業
研究の提出期間をこれまでの 1 月から 12 月中旬に変更
し、１月初旬に学部専任教員が自由に他のゼミの卒業
研究を閲覧できる閲覧期間を設け、今後の卒業研究に
対する自分の教育方法の改善にいかすよう努めた。
　FD 研修会としては、９月 20 日に「３つのポリシー
に関する PDCA サイクルとその意義」および「研究倫
理教育、コンプライアンス教育」について、1 月 10 日
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に「シラバスチェック」について、１月 17 日に「シラ
バスの書き方」について、それぞれ開催し、現在大学
全体で取り組んでいる FD に関連する課題を共有した。
　さらに 2019 年度以降の導入に向けて、基礎演習の共
通カリキュラムの構築の作業を開始した。2018 年度は、
この共通カリキュラムのための FD を行っていく予定で
ある。

◆教育学部◆

　例年同様、春学期１回、秋学期１回の合計２回の学
部 FD 研究会を開催した。春学期は大学院 FD 研究会
と合同で開催した（７月 26 日（水）13：30 ～ 15：00 ：
聖和キャンパス 1 号館会議室１）。「研究費不正防止パ
ンフレット」の配布と説明に続いて、全学的な課題で
もある「シラバスの実質化」をテーマとして、時任隼
平講師（高等教育センター）よりワークショップを行っ
て頂いた。さらに教職課程再課程認定申請を睨んで「コ
アカリキュラムを反映した教職科目シラバスの書き方」
についての解説（菅原教授担当）が行われた。秋学期
は、2 月 15 日（木）教授会終了後、同会議室にて学部
単独開催で90分間実施。「関学教育学部における保育士・
教員養成の現状と課題を考える―保育者・教育者に成
ることが自らのライフ・ミッションであると自覚でき
るように―」と題して行われた。データ分析（菅原教授、
渡邉教授担当）と教員間が学び合うことを目的とした
グループディスカッションを行い、課題整理を試みた。
現状をどう解釈したらいいのか、について意見交換を
すると共に、大学の教育活動において私たち教員に何
が問われているかを話し合う有意義な機会となった。

◆国際学部◆

　国際学部の FD 活動は、① FD 研修会（年４回実施・ 
内２回は国際学研究科との合同（以下、院合同））、② 
教員相互授業参観（院合同）、③学生インタビュー調査 

（院合同）の三つで構成されている。2017 年度 FD 研修
会は、第一回「教育方法について」（６月７日実施・院
合同）、第二回「ライフデザインについて：３年生・大
学院生の就職活動に向けて」（７月５日実施・院合同）、
第三回「国際学部における外国語教育について」（12 月
13 日実施）、第四回「基礎演習と LA について」（12 月
20 日実施）をテーマとした。第一回 FD 研修会では、
ICT を活用した反転授業の導入と効果、および、フィー
ルドワーク型授業の実例について紹介があり、意見交
換、活発な議論が行われた。第二回はキャリアセンター
職員による 2016 年度卒業生の進路状況等の報告を受け
て質疑応答がなされ、緊密な情報共有の重要性を確認
した。第三回では国際学部言語担当教員による現状の
説明および事例紹介があり、意見交換が行われた。第
四回は基礎演習における教育内容および LA の活用につ
いて意見交換、議論が行われた。

◆言語教育研究センター◆

　（英語）「入門英語」の実施状況および課題について、
また、ネイティブクラス共通のタスク、成績評価方法、
授業アンケートおよびネイティブクラスと日本人クラ
スの連携について議論し、次年度へ備えた。（フランス
語）インテンシブクラスでの教科書について議論し、来
年度より教科書を変更することにした。また、フランス
語母語話者 LA の活用に仕方について検討した。（ドイ
ツ語）ドイツ語圏からの留学生との対面タンデム学習、
ドイツ語母語話者 LA の活用の仕方について検討した。

（中国語）学部開講科目の２年生の習熟度の差、基礎中
国語 I を履修中の中国人留学生への対応について検討し
た。（朝鮮語）電子黒板などメディアを活用した語学教
育の意義と改善点について共同研究を行った。（スペイ
ン語）外国語教育の目安、スマートフォンによる補助教
材の使い方について検討した。センター全体としては、
学習の動機づけ、協働学習、カリキュラム・シラバス
改善、教材開発に取り組み、一定の成果を得た。

◆教職教育研究センター◆

　本センターでは、文部科学省によって 2018 年度に実
施される教職課程の再課程認定に備え、教職課程の質
的向上を図るために、計 4 回の FD 研修会を実施した。
第１回（７月 11 日・教職員全員）では、「DP・CP から
授業まで：シラバスの実質化の意味するもの」をテー
マとした講演内容をもとに、本学のシラバス改善方策
および再課程認定申請に合わせて文科省から提示され
た教職課程用のコアカリキュラムについて理解を深め
た。第２回（７月 11 日・教職員全員）では、「本年度
の教育実習の課題と今後の改善と充実」をテーマとし、
現状の課題や実習校からの要望などを確認しその対応
について検討を行った。第３回（11 月 18 日・非常勤講
師を含む）では、複数の授業形態によって多様な授業
内容を展開する「教職実践演習」（4 年次秋学期必修）
について意見交換を行い、実施上の課題や履修カルテ
の内容の効果的なフィードバックの方法などを検討し、
後半の授業と次年度以降の授業実施に備えた。第４回
は教職課程研究懇話会（12 月 15 日）の中で行った。学
習指導要領改訂をはじめとする近年の教科教育の動向
をふまえ、国語科教育法の実践方法とその内容に関す
る発表が授業担当者に行われた後、出席者全員（非常
勤講師・副学部長を含む）で教職課程全般についての
情報交換を行った。

◆共通教育センター◆

　当センターは 2010 年４月の設置以来、FD に関する
主たる取り組みとして、全学科目体系の整備、初年次教
育科目「スタディスキルセミナー」の提供、ラーニング・
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アシスタント（L.A.）制度の運用を推進してきた。
　2017 年度は上記取り組みの推進と改善に加え、情報
科学科目の授業内容・方法を改善し向上させるために、
計５回の全学情報教育部会を開催した。各学部と活発
な意見交換を行い、適切なカリキュラムについての検
討を重ねた結果、「PC スキル基礎力の育成」・「表計算・
データ分析、プログラミング教育の拡充」を中心とし
た「2020 年度からのカリキュラム改編案」をまとめた。
次年度以降も継続して、2020 年度に向けて情報科学科
目のあるべき姿の追求を進めていきたいと考えている。
　また、シラバスの高度化・実質化に向けた 2018 年度
シラバスの第三者チェック・整備に関しては、教務委
員会で周知した学長および教務機構長からの依頼に対
する対応状況について、全学共通教育部会で各センター
等に確認した。
　なお、当センターでは、科目提供とともに学習環境
の改善にも取り組んでいる。学生の学習意欲の喚起と
授業の活性化を通じて、今後も教育の質の向上を目指
していきたいと考えている。共同学習空間「ラーニン
グコモンズ」の円滑な運営と改善を図るとともに、全
学的な取り組みの推進が求められているシラバスの高
度化等の FD 推進課題に関する調査と検討を進めて、教
育の質向上に寄与していきたい。

◆ハンズオン・ラーニングセンター◆

　当センターは 2017 年４月に開設され次第、以下のよ
うなカリキュラム充実に向けた取組を教職員が一体と
なって推進してきました。
⑴キャリア教育カリキュラムの改編
　　キャリア教育プログラムは 2005 年より開講され、

当時はまだあまり普及していなかったインターン
シップへの学生派遣に主眼をおいた講義⇒演習⇒実
習の階層的カリキュラムが構築されましたが、昨今
インターンシップへの参加率は高まり、学生の７割
は参加していると言われるくらい一般化してきてい
ます。

　　センターでは、上記を踏まえ、改めてキャリア教育
のカリキュラム構造の見直しを行い、社会や企業の
動向を学ぶ「ライフ・キャリア概論」、大学４年間及
び将来に向けた成長計画を考える「ライフ・キャリ
ア入門演習」、ケーススタディや社会人インタビュー
を通じて実社会を実践的に学ぶ「ライフ・キャリア
実践演習」及び「ライフ・キャリア発展演習」にカ
リキュラムを改編することとなりました。

⑵ 社会探究関連科目のカリキュラム充実
　　センターでは「①入門（＝文献の読み込み、思考、

言語化を行うトレーニング科目）」、「②実践演習（＝
朝来／篠山をフィールドに地域が抱える現状を教室
と現地を行き来しながら調査を行い、課題等の解決
に向けた提案を行う）」「③実習（＝豊島／江田島を
フィールドに聞き取り調査やフィールドワークを行

い、地域が抱える諸課題を深く探究する）」を開講し
ています。

　　しかしながら、既存カリキュラムでは、諸制約か
ら定量的／定性的な調査に関する基礎的なスキルを
習得するための時間が充分に確保できていないため、

「社会探究リサーチ・ベーシック A・B」を新設し、
リサーチ手法の基礎を学ぶことで社会探究関連のカ
リキュラムを補完することとなりました。

　当センターでは、このように既存カリキュラムの在り
方を常に確認・点検しながら、カリキュラムの充実を図
ることを通じて、今後も教育の質の向上及びダブルチャ
レンジの推進に寄与していきたいと考えています。

◆スポーツ科学・健康科学教育プログラム室◆

　2017 年度スポーツ科学・健康科学教育プログラム室
では以下の FD 活動を行なった。
⑴カレッジ・スポーツ・シンポジウムへの参加

　公益社団法人 全国大学体育連合主催の第３回カ
レッジ・スポーツ・シンポジウムが立命館大学大阪
茨木キャンパスで開催され、スポ健から河鰭一彦教
授が参加した。国内外の大学スポーツ振興の動向、
在り方などについての講演、報告がされ、今後の授
業運営に有用な情報が得られたとの報告があった。

⑵スノーボード研究会への参加
　2018 年 1 月北海道ルスツで実施されたスノーボー
ド研究会に、スポ健構成員２名が参加した。スノー
ボード初心者、初級者、中級者、上級者各々に対す
る指導上必要な技術に関する実技研修を受けた。ま
た、昨今問題になっている、ゲレンデ内外での事故
に対する防止策、対応法に関しても専門家による講
義、実技指導がおこなわれ、同時に参加者全員によ
る情報交換がおこなわれた。

◆人権教育研究室◆

　人権教育研究室は、人権教育における全学的な FD の
推進のために、室長室会が主体となって人権関連の諸活
動を実施している。具体的には、教職員研修プログラ
ムの提供、公開研究会・シンポジウムの開催、啓発キャ
ンペーンの実施など、教職員が自主的、多角的に参画
できる人権理解の場の創出に努めるとともに、人権教
育科目の授業に各学部の教員が運営委員として出席し、
科目代表者とともに授業運営に当たることで、本学の
人権教育の理解を深めている。今年度の主な取り組み
は以下のとおりである。
　第１に、４月に新任及び在職教職員の希望者を対象
に人権研修プログラムを実施し、本学の人権について
の考え方と実践例についての研修を行った。第２に、
春季・秋季各２回の人権問題講演会で、多様なセクシャ
リティ、世界の難民問題の現状等のテーマについて理解
を深めた。性の多様性に関する啓発については、第５回
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関学レインボーウィーク「私が私のままでいられる関
学へ！」を開催し、教職員が学生とともに問題に出会い、
学ぶ機会が提供された。第３に、人権教育科目の運営を、
各学部からの教員が運営委員となり代表者とともに担
うことで、多くの教員が本学の人権教育の内容につい
て研鑽を深めることができた。また、３月には人権教
育科目担当者連絡会を開催し、大学における子どもの
多文化保障実践に関する報告の後、人権教育科目担当
者間で意見交換を行った。
　以上の 2017 年度の本研究室の活動をさらに精査し、
今後の本学における人権教育と多様性尊重の人権文化
を促す FD の取組みへとつなげていきたい。

◆国際教育・協力センター◆

　2014 年度より、国際教育・協力センターでは、交換
留学を主眼に据えて開講する日本・東アジア研究プロ
グラムについての検討ワーキンググループを設置して
議論を続けてきた。そのワーキンググループでは、通
常の授業調査とは別に、協定校から来学している交換
留学生を対象にアンケートを行い、日本・東アジア研
究プログラムとして提供する科目群が彼らの留学目的
に沿った学びを体系的に提供できる科目構成となって
いるかについて尋ねた。その結果、特定分野・領域に
開講科目が集中していたり、交換留学生の関心が高い
分野・領域における開講科目が欠落していたりしてい
るなどの課題が浮き彫りになったため、2015 年度には

「現代日本プログラム」という新しい名称のもと、日
本・東アジア研究プログラムの全体的な科目構成を抜本
的に見直し、各分野における科目の整備にも着手した。
開設２年目の 2017 年度は 2016 年度実施の学生アンケー
トや履修者数を分析しニーズのある新規開講科目を検
討し、新設を行う等プログラムの拡張に努めた。
　今後も交換留学生数の急速な増加が予想される上に、
彼らの日本についての興味も多様化してきており、様々
なチャレンジが待ち受けているだろうが、できるだけ
満足のいく留学生活を送ってもらえるよう今後も彼ら
のニーズに耳を傾けながらプログラムの内容を充実さ
せていく所存である。

◆日本語教育センター◆

　日本語教育センターは、正規外国人留学生、交換留

学生、短期外国人留学生、正規日本人学生を対象とす
るプログラムを開講している。全学による授業評価と
併せて、本センター独自の質問票による授業アンケー
トを行っているが、昨年度よりアンケートをマークシー
ト化したことで、分析結果を学期末講師会議で共有し次
年度の検討に生かしている。本センターの留学生を対
象としたプログラムはすべてティームティーチングに
よって指導しているため、教員間の連絡や情報共有が
欠かせない。従って本センターに所属する教員は常に
クラスの状況や学生一人一人の勉学上の問題点、お互
いの教授方法や進度などの情報を共有するために、学
期前と後に開催する講師会（非常勤講師を含む授業担
当者全員）や毎月の講師室会（専任、特別契約、常勤
講師のみでの連絡会）を開催している。また、2 月に開
催した関学日本語教育研究会では、「語彙と漢字教育」
をテーマに、本センターの常勤講師による講演とワー
クショップを行った。外部にも告知して多くの日本語
教育関係者の参加を募り、教室での実践における問題
点やその解決法について議論を行い、さまざまな知見
を得ることができた。

◆大学宗教主事会◆

　大学宗教主事会では今年度は計三回 FD 研修会を実施
しました。まず７月７日（金）の大学宗教主事会では、
高等教育推進センター長でもある平林国際学部宗教主
事より「「キリスト教学」の今後について（2018 年度シ
ラバス作成に向けて）」というタイトルで、本学におけ
る「キリスト教学」の位置づけと今後の課題について
発題していただき、この科目に対してコンセンサスを
形成し、それをシラバスで明確に打ち出すことの必要
性について話していただきました。続いて９月６日（水）
に夏季集中審議として実施した研修会も平林氏に担当
していただき、「キリスト教学」のカリキュラム上の位
置づけを確認すると共に、当該科目のシラバス作成に向
けて、具体的な表記等について説明していただきまし
た。さらに 10 月 6 日（金）の大学宗教主事会では、江
原教育学部准教授に来ていただき、「キリスト教学の再
検討―Multi-State Collaborative と Tuning の知見を通
じて」というタイトルで、特に「チューニング」につ
いて説明していただきました。来年度も今年度の流れ
を踏まえて、FD 研修会を実施していきたいと考えてい
ます。

ご意見、ご感想、情報等をお寄せ下さい。寄稿も歓迎致します。 ☞ HighEdu@kwansei.ac.jp

高等教育推進センターニュースレター
2018 年 3 月 31 日

発行：関西学院大学高等教育推進センター TEL：0798-54-7420　FAX：0798-54-7421

〒 662-8501　西宮市上ケ原一番町１-155 https://www.kwansei.ac.jp/highedu/
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